
問

高
齢
者
の
運
転
免
許

自
主
返
納
が
広
が
り
、
交

通
弱
者
が
増
加
し
て
い

る
。先

に
自
主
返
納
し
た
人

は
鶴
岡
市
は
何
の
特
典
も

な
か
っ
た
と
、
驚
き
と
が

っ
か
り
の
声
が
聞
か
れ

る
。返

納
者
の
交
通
手
段
の

確
保
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。

市
民
部
長

２
月
に
新
庄

警
察
署
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
参
考
に
す

る
と
、
家
族
に
よ
る
送
迎

が

％
を
占
め
、
公
共
交

74
通
機
関
の
利
用
助
成
や
増

便
を
望
む
声
が

％
と
な

40

っ
て
お
り
、
公
共
交
通
機

関
へ
の
依
存
度
は
高
く
な

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

自
主
返
納
に
対
す
る

自
治
体
の
支
援
策
は
ど
う

か
。

市
民
部
長

酒
田
市
で

は
、
５
０
０
０
円
分
の
バ

ス
乗
車
券
か
タ
ク
シ
ー
券

の
交
付
や
運
転
経
歴
証
明

書
の
交
付
手
数
料
の
市
の

負
担
、
市
福
祉
乗
合
バ
ス

や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

割
引
が
あ
り
、
庄
内
町
で

は
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
申

請
年
度
ご
と
に
上
限
２
万

円
で
交
付
し
て
い
る
。

問

鶴
岡
市
も
支
援
策
を

実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
民
部
長

移
動
手
段
確

保
の
支
援
策
は
、
自
主
返

納
の
一
つ
の
き
っ
か
け
に

な
る
。

今
年
度
作
成
し
た
第
10

次
鶴
岡
市
交
通
安
全
計
画

で
は
自
主
返
納
の
広
報
周

知
と
返
納
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
新
た
に
盛
り
込

ん
だ
。

他
の
自
治
体
の
取
組
効

果
を
調
査
し
、
地
域
交
通

対
策
と
連
携
し
て
検
討
し

て
い
く
。

問

庄
内
町
は
毎
年
申
請

す
れ
ば
タ
ク
シ
ー
券

枚
40

交
付
を
受
け
ら
れ
る
。
市

の
対
策
を
早
急
に
求
め
た

い
。

市
民
部
長

予
算
要
求
の

タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り
、
な

お
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
が
浜
松
市
な
ど
広

域
の
合
併
自
治
体
で
も
広

が
っ
て
い
る
が
、
本
市
で

も
導
入
で
き
な
い
か
。

企
画
部
長

市
域
の
広
い

本
市
で
は
、
タ
ク
シ
ー
利

用
は
高
額
と
な
る
地
域
が

多
く
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
有
無
の
地
域
差
も
あ

る
。ま

た
路
線
バ
ス
や
乗
合

交
通
手
段
と
比
較
し
て
非

効
率
で
あ
り
財
政
負
担
も

懸
念
さ
れ
る
。

高
校
な
ど
で
の
定
額
の

通
学
パ
ス
や
共
通
フ
リ
ー

パ
ス
券
な
ど
新
し
い
仕
組

み
に
つ
い
て
工
夫
し
、
新

年
度
か
ら
２
ヵ
年
か
け
て

地
域
特
性
に
適
し
た
施
策

づ
く
り
の
検
討
作
業
を
進

め
て
い
く
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

７
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
①
交
通
弱
者
対
策
、
②

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

酒
田
市
・庄
内
町
で
は
支
援
を
実
施

問

国
保
に
つ
い
て
、
平

成

年
度
は
３
億
円
を
超

27
え
る
赤
字
で
、

年
度
に

28

国
保
税
を
１
人
あ
た
り
２

万
円
も
の
増
税
を
行
っ

た
。そ

の
結
果
、

年
度
の

28

決
算
見
通
し
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

単
年
度

収
支
で
約
３
億
３
０
０
０

万
円
の
黒
字
を
見
込
ん
で

い
る
。

主
な
要
因
は
、
国
保
税

の
収
納
見
込
み
が
増
え
た

こ
と
、
保
険
給
付
費
が
減

っ
て
共
同
事
業
の
交
付
金

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
。

問

年
度
の
赤
字
の
要

27

因
は
、
Ｃ
型
肝
炎
な
ど
新

薬
の
高
額
薬
剤
費
の
伸
び

だ
っ
た
が
、
こ
の
問
題
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

調
剤
費

は
、

年
６
月
以
降
に
Ｃ

27

型
肝
炎
治
療
薬
の
ソ
バ
ル

デ
ィ
や
ハ
ー
ボ
ニ
ー
な
ど

の
影
響
で
、
前
年
度
比
２

桁
以
上
の
伸
び
と
な
っ

た
。

年
４
月
以
降
は
薬
価

28
改
定
に
よ
る
価
格
引
き
下

げ
と
投
薬
の
減
少
に
よ

り
、
９
月
以
降
は
前
年
度

比
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い

る
。厚

労
省
で
は
２
年
に
１

度
実
施
さ
れ
て
い
る
薬
価

調
査
を
年
４
回
に
見
直
す

な
ど
、
薬
価
制
度
の
抜
本

改
革
に
取
り
組
む
と
し
て

い
る
。年

度
の
よ
う
な
急
激

27
な
調
剤
費
の
増
加
は
緩
和

さ
れ
る
と
推
察
す
る
。

問

国
が

年
度
に
１
７

27

０
０
億
円
の
国
保
支
援
を

お
こ
な
っ
て
も
、
全
国
の

自
治
体
で
は
国
保
へ
の
法

定
外
繰
入
が
増
え
た
。
本

市
で
も
対
応
す
べ
き
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

国
で
は

決
算
補
て
ん
な
ど
を
目
的

と
し
た
法
定
外
の
一
般
会

計
繰
り
入
れ
の
解
消
を
図

る
と
し
て
い
る
。

平
成

年
度
か
ら
県
と

30

市
町
村
の
共
同
運
営
に
な

る
と
、
保
険
給
付
に
要
し

た
費
用
は
県
か
ら
全
額
交

付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
医

療
費
増
加
に
よ
る
市
町
村

国
保
の
財
源
不
足
に
な
る

こ
と
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
医
療
費
の

増
加
に
よ
る
法
定
外
繰
入

の
必
要
は
な
く
な
る
。

問

年
度
の
決
算
見
通

28

し
で
増
税
分
３
億
３
０
０

０
万
円
が
す
っ
か
り
黒
字

に
廻
る
。

年
度
の
医
療
費
急
増

27
に
対
し
、
本
市
で
も
法
定

外
繰
入
を
し
て
い
れ
ば
増

税
の
必
要
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

一
般
会

計
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
の
方
針
が
原

則
で
あ
り
そ
れ
を
引
き
継

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
保
増
税
の
必
要
な
か
っ
た
の
で
は

酒田市が運行している福祉乗合バス「るんるんバ

ス」。旧市内を中心に５系統が運行され、運賃は１

回１００円。



鶴
岡
・
田
川
革
新
懇
は

日
、
萩
原
伸
次
郎
・
横

12浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
に

よ
る
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
で

ど
う
な
る
日
本
」
と
題
し

た
講
演
会
を
市
勤
労
者
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
き
、
参

加
者
で
会
場
は
満
杯
と
な

り
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
極
端

な
イ
ス
ラ
ム
排
除
政
策

や
、
ロ
シ
ア
と
の
関
係
で

プ
ー
チ
ン
に
「
コ
ン
プ
ロ

マ
ー
ト
」
（
不
名
誉
な
情

報
）
を
握
ら
れ
て
い
る
問

題
、
イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）

打
倒
の
軍
事
行
動
と
安
倍

政
権
の
追
随
の
危
険
性
な

ど
、
最
新
の
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
。
野
党
共

闘
で
安
倍
自
公
政
権
か
ら

の
転
換
を
強
く
訴
え
ま
し

た
。２

月

日
、
菅
井
巌
市

26

議
の
日
本
共
産
党
地
域
後

援
会
主
催
の
新
春
の
集
い

が
行
わ
れ
、
地
元
を
は
じ

め
１
０
６
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

後
援
会
を
代
表
し
佐
藤

光
雄
氏
が
挨
拶
に
立
ち
、

今
秋
の
市
議
選
で
の
菅
井

氏
再
選
を
参
加
者
に
訴
え

ま
し
た
。

ま
た
、
長
谷
川
剛
党
地

区
委
員
長
が
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
の
広

が
り
と
確
信
、

さ
ら
な
る
共
産

党
躍
進
へ
の
支

援
を
訴
え
、
関

徹
県
議
が
県
政

報
告
と
菅
井
氏

へ
の
支
援
を
訴

え
ま
し
た
。

菅
井
市
議
は
、
こ
の
間

の
活
動
報
告
と
新
年
度
予

算
を
決
め
る
３
月
市
議
会

の
様
相
を
語
り
、
市
民
の

く
ら
し
を
守
る
立
場
で
再

選
め
ざ
し
て
引
き
続
き
奮

闘
す
る
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。懇

親
会
で
は
、
つ
き
た

て
の
餅
や
、
豚
汁
な
ど
を

食
べ
な
が
ら
楽
し
く
談
笑

し
合
い
ま
し
た
。

吉
村
県
政
３
期
目
の
予
算
を
評
価

わ
っ
て
憲
法
改
正
を
求
め
る
見
解
を
示

し
た
こ
と
、
テ
ス
ト
を
重
視
し
た
学
力

向
上
対
策
、
奥
羽
・
羽
越
新
幹
線
整
備

実
現
の
無
条
件
の
追
求
（
並
行
在
来
線

の
存
廃
、
建
設
費
用
と
そ
の
負
担
、
環

境
へ
の
影
響
、
既
存
交
通
と
の
関
係
な

ど
の
検
討
が
必
要
で
す
）
、
小
国
川
ダ

ム
事
業
な
ど
は
賛
成
で
き
な
い
と
表

明
、
真
の
地
域
包
括
ケ
ア
構
築
や
県
民

本
位
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
な

ど
を
課
題
と
し
て
指
摘
し
ま
し
た
。

私
が
１
年

ヶ
月
の
間
、
議
会
で
取

10

り
上
げ
て
き
た
課
題
も
色
々
と
実
現
、

手
応
え
の
あ
る
吉
村
県
政
三
期
目
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
（
県
議

関

徹
）

日
に
県
議
会
２
月
定
例
会
が
閉
会

17
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
共
産
党
山
形
県

議
団
と
し
て
見
解
を
表
明
し
ま
し
た
。

全
国
で
も
先
進
的
な
、
学
童
保
育
多

子
世
帯
・
低
所
得
世
帯
の
利
用
料
軽

減
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
正
社
員
化

・
所
得
向
上
を
総
合
的
に
支
援
す
る
事

業
、
中
小
企
業
を
ト
ー
タ
ル
に
支
援
す

る
諸
事
業
、
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料

軽
減
（
継
続
）
な
ど
を
始
め
、
「
県
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
」
と
す
る
吉
村
県
政
の
姿
勢
を
様
々

に
具
体
化
し
て
い
る
こ
と
を
全
体
と
し

て
評
価
し
、
賛
成
し
ま
し
た
。

一
方
、
知
事
が
参
院
選
挙
制
度
に
関

建築課入札結果（ ）内は予定価格
3月16日入札分

・市湯田川コミュニティセンター外構整備工事(繰越明許)（藤沢地内）
（入札10業者うち3業者辞退）
(株)山本組 24,500,000円（25,350,000円）工期～8/30（落札率96.6％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
3月16日入札分

・市道杉下線側溝改良工事(債務負担行為)（西荒屋地内)（入札5業者）
斎藤建設(株) 6,100,000円（6,355,000円）工期～6/30（落札率96.0％）

演
の
後
、
「
消
費
税
増
税

中
止
、
安
倍
暴
走
政
治
ス

ト
ッ
プ
、
民
主
的
税
制
・

税
務
行
政
の
実
現
へ
全
国

民
が
声
を
上
げ
、
共
同
を

広
げ
よ
う
」
と
特
別
決
議

を
採
択
し
ま
し
た
。

集
会
参
加
者
で
市
内
を

デ
モ
行
進
し
た
後
、
税
務

署
と
市
役
所
に
所
得
税
・

市
民
税
の
集
団
申
告
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

挨拶する加藤鉱一市議

３
・

重
税
反

13

対
鶴
岡
田
川
地
区

集
会
が

日
、
市

10

勤
労
者
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

工
藤
博
司
さ
ん

の
「
ど
う
す
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
」
と
題
し
た
講

日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
加
藤
鉱
一
議
員
が
挨
拶

を
述
べ
、
菅
井
巌
議
員
が

来
賓
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

会場は多くの参加者で満員に

萩原伸次郎・横浜国大名誉教授


